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　　　1．ぜひ参加したい 2．参加したい  3，参加しても良い
　　　4．あんまり， 5．興味ない
解答 1 2 3 4 5
人数 16 7 4 0 0
という回答であった．講座直後でのアンケートなので，多分に社交辞令が入っているであ
ろうが，質問1と合わせてイベントとしてはおおむね好評であったといえるであろう．
§４．まとめ
　本報告では，平成24年度まつもと広域ものづくりフェアにおいて開催した，松本大学キッ
ズプログラミング教室での授業実践を報告した．もともとは小学生高学年から大人までを
対象とした2時間程度の授業を想定しており，イベントの名前にふさわしく，ソフトウェア
による“ものつくり”や，“組み込み自動制御アルゴリズム”に通じるような内容を計画した．
　実際には，未就学児から中学生までいろいろな学年の児童・生徒が全部28人参加し，基
本的には全員がプログラムを完成し，CDに焼いて持ち帰った．また，アンケートの結果
もおおむね好評であった．この意味で，小学生プログラミング教室は成功であったと考え
ている．これは，今回使用したスクラッチの教育ツールとしてのできの良さの一つの証拠
といえる．
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　アラン・ケイがsmalltalkで作ったスクィークをもとに，LOGO以来の経験を持つMIT
が作ったスクラッチであるが，今回実際に講座で使ってみた実感として，子供にプログラ
ミングを教えるための多くの重要なポイントを押さえているといえる．特にタイルプログ
ラミングは，タイプミスによるエラーをなくし，学習者のストレスを大幅に軽減する．ま
た，タイルの形状による組み合わせの制限は，文法エラーを大幅に軽減する．これにより，
学習者はプログラムの論理構造に集中することができる．ただ，今回は2時間だけの単発
イベントとして好評ではあったが，これを，半年や1年間の長期にわたるまとまった情報
教育に使えるかどうかは，また別な視点からの検討が必要である．より実用的な次の言語
への発展を考えた時，どこかで必ず必要となるであろうGUIのタイルプログラミングから
キー入力への移行や，タイルの形による目に見える制限がなくなった状態での命令の組み
合わせの作成など，どのように次のより実用的なステップへとスムーズに発展・展開でき
るかについては，今後もっと検討する必要があるであろう．
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